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米国国家毒性プログラム 9）はメタノールの生殖発生
毒性についてレビューを行い，上述した Rogers ら 2）の
げっ歯類の研究報告等を根拠に，これらの動物実験で示
された結果からヒトへの影響を推定し得ると判断し，メ
タノールは催奇形性物質と考えられると結論している．

以上により，メタノールの生殖毒性としては，動物実
験で母体毒性発現より低い曝露レベルにおいて催奇形性
が認められる等の十分な証拠があること，しかしヒトでは
適切な疫学的証拠はないことから，第 2 群と判断される．

許容濃度
日本産業衛生学会（1963 年）200 ppm（260 mg/m3）
ACGIH（1948 年）TLV-TWA 200 ppm（262 mg/m3）
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エチレンイミン
C2H5N

［CAS No.151-56-4］
生殖毒性　第 3群

別名：アミノエチレン，アジリジン，ジメチレンイミ
ン．

ヒトにおける報告は見当たらなかった．動物において
は，胎児毒性と催奇形性があると報告 1）されているが，
ロシア語文献で詳細は不明である．ACGIH2）によると，
妊娠ラットに 10 mg/m3 のエチレンイミンを 20 日間曝
露させた実験では，母動物の有意な体重増加抑制，妊娠
率の低下，血腫のある胎児が見られたとされ，Sheftel3）

によると LOAEL は 1.0 mg/kg bw と報告されている．
キイロショウジョウバエと C57BL/6 雄マウスにおいて，
優性致死試験が陽性と報告されている 4）．産業衛生学会
許容濃度等理由勧告書には生殖毒性に関する記載はな
い．

ヒトでの報告はないが，動物実験により生殖毒性が疑
われるとともに，優性致死陽性の報告があることを考慮
し，第 3 群とする．

許容濃度
日本産業衛生学会：0.5 ppm（0.88 mg/m3），発がん分
類：2B，皮，（1990 年度）
ACGIH：0.05 ppm（0.09 mg/m3），発がん分類：A3，

（2008 年）
DFG：MAK：設定なし，発がん分類：2, Skin, Germ 
cell mutagen: 2
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